
 

 

 

 

 

 

 

 

 ＪＲ東労組は、申１１号２０２１年度賃金引き上げ等に関する申し入れを

行いました。ベースアップ６，０００円・定期昇給（昇給係数４）実施・第

二基本給制度凍結・６５歳定年制導入を掲げています。会社は第３四半期決

算を発表し、２０２０年度通期の業績予測を下方修正しました。理由はＧｏ

Ｔｏキャンペーンの中止、緊急事態宣言での年末年始輸送の激減、ワクチン

製造の遅れが原因と言われています。 
 ２０２０．３実績Ａ ２０２１．３計画Ｂ ２０２１．３計画修正Ｃ 対前年Ａ－Ｃ 修正値Ｂ－Ｃ 

営業収入 ２０，６１０ １２，５１０ １１，７２０ △８，８９０ △７９０ 

うち運輸収入 １７，９２８ １０，２００ ９，４３０ △８，４９８ △７７０ 

営業利益 ２，９４０ △４，６３０ △５，０８０ △８，０２０ △４５０ 

経常利益 ２，６０１ △５，０１０ △５，４７０ △８，０７１ △４６０ 

当期純利益 １，５９０ △３，６４０ △３，９５０ △５，５４０ △３１０ 

 一方、コストダウン目標は順調に推移しています。「実績／計画」の値を

見ると、第３四半期なので単純に考えて７５％が計画通りとなります。営業

費用のコストダウンは対目標６８．５％と順調に推移しています。これは会

社の掲げた目標に向かって全社員の努力の結果です。 
 ２０２１．３計画 第３四半期実績 実績／計画 

計画値 対前年 

営業費用 １７，１４０ △５３０ １１，７４０ ６８．５％ 

人件費 ４，１４０ △３０４ ２，８５４ ６８．９％ 

物件費 ８，０１０ △３０１ ５，１５１ ６４．３％ 

 動力費 ６００ △４５ ３９３ ６５．５％ 

 修繕費 ２，９７０ △５１ １，９０８ ６４．２％ 

 その他 ４，４４０ △２０４ ２，８４８ ６４．１％ 

機構借損料等 ８３０ △３ ６２１ ７４．８％ 

租税公課 １，０００ △６ ７４９ ７４．９％ 

減価償却費 ３，１６０ ８５ ２，３６３ ７４．８％ 

ベースアップ６，０００円満額実施するとコストは４８億円です。人件費の削

減計画の範囲内でベースアップを実施することは可能です。また株主配当は株主

総会において年間１００円と決まりました。３億７，７００万株を発行していま

すので、３７７億円以上の株主配当金が支払われます。私たちは、コロナ禍にお

いて車内消毒や窓開けなど、安心・清潔を提供してきました。更に社会の変化に

対応すべく変革２０２７に向き合っています。株主だけではなく、社員にも還元

を求めるべく職場内で議論し、本部交渉団に声を届けていきましょう！ 
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